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１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

 

テーマごとに作成してください。 

かがく ～身の回りの不思議～ 

 

子どもたちは身の回りで起こる現象や自然に興味を持っている。科学タイムを通して、園

の周りにある公園や自然が多い場所を活かして 

自然や事象への興味・関心をさらに高め、保育者と一緒に体験し探求心を深めていくた

め。 



 

３．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

・活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

・活動中の子供の姿・声、子供同士や教諭との関わり 等を記載ください。 

  

まず、活動を始まる前に子どもたちの目の前で実験を行い、なぜこのような現象が起きる

のかを子どもたちに考えさせて、講師は子どもたちから出てくる「なんで動くの？」「紙

を横にしたら倒れないよ」などの質問や気づきにすべて肯定しながら答えている姿があっ

た。 

素材などは、講師の方が用意してくれたもので、実験などを行いやすい環境を作った。 

凧作りでは、硬い紙や柔らかい紙などを用意して活動を行ったり、静電気の探究活動では 

静電気を起こしやすい布やプラスチックの素材などを使用して、子ども達が活動を行う前

に講師が子ども達の目の前で、「今から魔法をかけます。」と言って静電気を溜めた道具

を使って、プラスチックの車輪を動かす実験を見せた後、「なんで動いたのかな？」と質

問し、子どもたちは「風で動かした！」や「魔法だ」などと思い思いの考えたことを講師

に伝え、講師の方も実際に子ども達から出た案を目の前で実践して、「風じゃないみたい

だね、他に何か気づいたことある？なんで動いたのかな？」など言葉がけを行っていた。 

保育者も子どもたちの発見に対して「いい考えだね。なるほど、そうやったらできるかも

ね。」など、肯定する言葉を伝えていた。子どもたちは保育者からの言葉に嬉しそうに

「わかった、○○するんだよ。」とひらめいた表情で保育者に伝えていた。 

実験した後、子どもたちは用意した紙コップやストローで、静電気で動くおもちゃを作成

し完成させ子どもたちは静電気を起こし、動かして実験を行った。 

実際に見て、実験するだけではなく、実験して遊べるものを作成しより子どもたちの探求

心を深める活動だった。 

保育者も一緒に玩具を作り、子どもたちにあえて「どこにセロハンテープを貼るの？」と

聞き、子どもたちが「こっちに貼ったらもっと強くなるかな？」と答えるなど、一緒に考

えながら手作り玩具を作って実際に使って探求をした。 



 

 

４．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

 
 

 

子どもと活動をする際は、どんなに小さな事でも子ども達の声を拾い、一緒に考えて、言

葉も需要する言葉がけをしていくことが大切だと感じた。 

活動する際、保育者自身も一緒に楽しむことで、より子ども達は楽しみより知りたい、探

究したいという気持ちに繋がっていくのだと知ることができた。 

実験内容も、子ども達の身の回りに起こりうる現象ばかりだった為、子ども達にも分かり

やすい内容だったと感じた。 

 

 


